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編集方針
大平洋金属株式会社において、本誌が最初の環境報告書と
なります。そこで、当社の事業活動とそこから生じる環境
負荷及びその低減対策について、また当社の重要な社会的
側面である労働安全衛生対策について、ステークホルダー
の皆様に分かりやすく説明することを今回の発行の方針と
しました。
報告対象範囲
大平洋金属株式会社（国内事業所）
報告期間
2011 年度（2011 年 4 月 1 日～ 2012 年 3 月 31 日）
※活動内容については一部 2011 年度以前の内容や、2011 年度 
   以降の予定を含みます。
発行月
2013 年 2 月

Pacifi c Metals Environmental Report 2012

参考ガイドライン
環境省　「環境報告ガイドライン (2012 年版）」
GRI「サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン」
公開媒体
　冊子
　当社 Web サイト
　［URL］
　http://www.pacifi c-metals.co.jp/environment/index.html

　※冊子版と Web 掲載 PDF 版の報告範囲は同じです。

免責事項
本報告書に掲載した内容は、過去の事実だけでなく、記述時点で
入手できた情報に基づく予定や見通しを含んでいます。そのため、
将来の活動内容や結果が掲載内容と異なったものとなる可能性が
あることをご了承ください。

編集方針
会社概要
トップメッセージ

環境報告書 2012の編集にあたって

大平洋金属株式会社　八戸本社全景

大平洋金属の事業と環境
大平洋金属のエコ製品
副産物の有効活用に向けて
TOPICS：東日本大震災を乗り越えて

環境方針
大平洋金属の環境マネジメント
環境目的・目標と達成状況
地球温暖化抑制及び省エネルギーの取り組み
循環型社会形成に向けた取り組み
大気汚染防止のための取り組み
水質汚濁防止のための取り組み
化学物質の適正管理

環境コミュニケーション

労働安全衛生に対する取り組み

大平洋金属の環境活動の歩み
編集後記

社 名
 
代 表 者 名  
創 立 
年 商 
従 業 員 数 
資 本 金 
事 業 所 

生 産 品 目

大平洋金属株式会社
（PACIFIC METALS CO.,LTD.） 
代表取締役社長　東　洋幸 
1949年（昭和24年）12月1日 
45,983百万円（2011年度） 
438名（単体） 
139億円 
東京本店　
八戸本社
大阪事務所　 
仙台事務所　
フィリピン事務所  
ジャカルタ事務所
フェロニッケル、スラグ加工品
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